
 BALL TEST DATA  
【セールス資料】 

BALL NAME: MASTER  SON!Q                                           平成30年5月22 日 

COLOR:GREEN / RED / MAGENTA 

COVER STOCK:  AX-16 ™ HYBRID REACTIVE                  レイアウト例 

RG：2.47(MED/15P） ⊿RG:0.047 (MED/15P）        MASTER SON!Q             SON!Q  

FACTORY FINISH: 1500-Grit POLISH        

TRACKFLAREPOTENTIAL：5” -6”(MED-HIGH)            4                4  

BACK END:18 LENGTH：15（1-20）                             AP                   AP 

 O  LONG                                              CG   BH             CG 

  I  MEDIUM                                                   7               BH 71/2 

  L  SHORT                            MB4              MB51/2 

               Light   Medium  Heavy                                  

          適正レーンコンディショングラフ            CA52.5 度/PSA2        CA52.5 度/PSA2 

   【MEDIUM  OIL 編】                   ﾌﾚｱｰ幅 最大 6 3/4・間隔 1/8  最大 6 7/8・間隔 1/4 

 

  60Unit OVER              20Unit Over 

                                                 10Unit             

   

   

   

 

0F                       15F                   35F                40F 

  比較品ライン      MASTER SON!Q                  SON!Q     

  【レーン状況】 ツインスターでのドレッシングに、スプレーで手前のオイルを 

   増加。バックエンドは手拭でクリーニングを行いました。 

 【製品比較表】 

   曲がり度 1  2  3  4  5  曲がり方  ｱｰｸ 1  2 3  4  5 ｼｬｰﾌﾟ  

    スキッド １ 2  3  4  5  ｵｲﾙの強さ  1  2  3  4  5  

   ﾋﾟﾝｱｸｼｮﾝ 1  2  3  4  5    テスト品 ○  比較品  

＊上記の数字は、1 側が少ない(短い・弱い) 5 側が強い(大きい・長い)   

 【ボール総合評価】 

    新比重 CENTRIPETAL HD コア第二弾です。前作 R2 ベースからレーン手前の摩擦係数が強い 

AX 素材を用いました。この AX-16 素材は DARK PHAZE や PHAZE GRIP でも使いナチュラルな

感じが評価高く、今回の HD コアと AX-16 ハイブリッドの組合せは融合性がより高く感じます。 

【ここがポイント】 

       マスターソニクの特長はレーン手前から中盤までの荒れたコンディション部分をスト 

       レス無く直進する事でスムーズな軸移動が起きボールの曲り出しが見えるのが最大特 

       長と感じます。コア比重も重いのでとても重量感のあるストロングアーク的な曲りが 

       得られ強いピンアクションに繋がりました。また ゲーム進行においても長い時間の 

       使用が可能で極端に投球ラインを変える必要性は感じませんのでこれも投げ易さにつ 

        ながると思います。また、ボウラータイプもあまり選ばない印象ですので年間通して数少なく 

      購入を考えている人にも最適な製品に思います。 

 発売予定：平成 30 年 8 月中旬  希望小売価格￥49,000 円（税別） 

 石原 章夫プロ【㈱ﾊｲ・ｽﾎﾟｰﾂ専属ﾌﾟﾛﾎﾞｳﾗｰ】 ﾃｽﾄ協力ｾﾝﾀｰ：本八幡ハタ BC 


